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上越教育大学特別支援教育実践研究センター紀要，第21巻，67，平成27年３月
第87回
特別支援教育実践研究センターセミナー報告
日　時　平成26年10月18日㈯　14時～16時
講　師　安部博志先生
　　　　（筑波大学附属大塚特別支援学校　地域支援部長）
演　題　発達に遅れや偏りがある子どもの本当の気持ち
　　　　～教材教具から見えてくる支援のポイント⑩～
１．いま求められていること
　今日的な教育課題を解決するためには，「学校力の向上」が
重要である。現在，小・中学校等では「いじめ・不登校・学級
崩壊」などの多くの課題に追われている。これらの課題を解決
するためには，「教師が協働して課題解決にあたる力」つまり，
『学校力』を向上させることが必要不可欠である。
　特別支援教育の地域コーディネーターとして，地域の小・中
学校を訪問すると，対象となる子どもについてではなく，教師
として困っていることばかりを主張する方がいる。例えば，子
どもが授業中に落ち着きがなく，離席して教室を飛び出してし
まうことがあるとする。教師は「困った子だ」と言うが，子
どもの側からしてみれば、「教師の言っていることが分からな
い」「見通しが持てない」「分かりやすい手がかりがない」「授
業がつまらない」となろう。特別支援教育を推進する上での本
質的な問題がここにはあるように思われる。教師が，対象児を
「困った子」と捉えるのではなく，その子自身が「困ってい
る」と認識すること，そこから支援はスタートする。
　発達障害の子どもが学習活動に取り組むためには，魅力的な
授業づくりと安心できる学級運営が必要である。魅力的な授業
とは，授業のねらいが明確であり，学習の流れが構造化され見
通しをもちやすく，体験的活動を通して学習できる授業であ
る。安心できる学級とは，注意や叱責が少なく声が抑えられて
いて，お互いの多様性や良いところを認め合っているような学
級である。さらに，競争や教え込みによる学習ではなく，学び
合いの学習が展開されていることも重要である。このような授
業や学級の中で，子どもたちは自尊感情を育くむことができ
る。
　魅力的な授業づくりや安心できる学級運営に向けた取り組み
を学校の中のだれかが行っているだけでは，今日的な教育課題
が解決されることは少ない。教師一人ひとりの授業づくりや学
級運営の方針の違いが発達障害のある子どもたちの適応を妨げ
ることにつながってしまうからである。そうした取り組みを学
校全体として教師全員が行うことが重要である。全国には「い
じめや不登校」の少ない学校がある。そこでは，教師が一緒に
なって週に１回45分程度，授業改善のための研修を実施してい
る。研修のグランドルールとして，「批判ばかりしない」「授業
の事実からものを言う（主語は，「子ども」「私」）」「礼儀とし
て必ず発言する」「一回の発言は２分まとめる」を掲げて建設
的な研修を積み重ねている学校もある。このようにして得られ
た授業改善の知見を共有していくことで，「学校力の向上」が
期待される。
２．子どもの抱えている困難
　発達障害の子どもたちの抱えている困難を理解することは重
要である。近年，虐待やネグレクトを受けた子どもが発達障害
の症状を示すことが指摘されているが，子どもが発達障害だけ
でなく全体像としてどのような困難をもつか，二次的障害に陥っ
ていないか等の観点から実態把握を行うことも重要である。
　実態把握にあたっては，学校や家庭など日常生活場面におけ
る子どもの状態像を適切に把握することが必要である。その際
に，知的能力や運動，日常生活動作，社会性などの領域におけ
る子どもの発達段階をモニターしながら，どのような発達特性
があり，どのような支援が必要かを考えることが必要である。
教師として重要なのは，保護者に対して，検査の結果を示すの
ではなく，どのような支援が必要かを保護者に伝えること，そ
して子どもが成長する姿を具体的に見せることである。
　発達障害の子どもが抱えている困難を理解するのは，知能検
査や発達検査などのアセスメントによってだけではない。疑似
体験を通して，子どもたちの困難を実感することも障害理解す
る上で有効である。知的障害や発達障害のある子どもの場合，
「わかりやすさ」はきわめて重要である。情報を提示する際
に，曖昧さや情報過多はわかりにくさを生じさせる。どのよう
な提示をすると「わかりやすさ」がもたらされるのかに，疑似
体験を通して気づくことができる。また，当事者のことばから
学ぶことも重要である。
３．支援のポイント⑩
　発達に遅れや偏りがある子どもの支援の方法として，注目す
べきポイントを明示する，具体的にイメージできるように伝え
る，環境を整えて適切な行動を引き出す，７合目から課題に挑
戦させる，地域で生活する力を身に付けさせる，人から感謝さ
せる仕事を意識的に作るなどがある。ポイントを以下に示す。
　　①教室環境と言語環境を整える
　　②子どもの自発的な行動を引き出す
　　③見えないものを可視化する
　　④課題解決のための手がかりを分かりやすく示す
　　⑤教材教具を工夫して成功体験に結びつける
　　⑥感情や行動をコントロールする方法を学ばせる
　　⑦行動の原因を分析して手だてを講じる
　　⑧学び合いの学習からお互いの良さに気づかせる
　　⑨知識やスキルを生活の中で活用できるようにする
　　⑩肯定的で多様な評価によって自尊感情を高める
　これらの支援のポイントをもとに常に成功体験へ導いていく
ことが，子どもだけでなく，その子を含めた人間関係や環境を
より良くしていくために重要である。
４．まとめ
　インクルーシブな教育を推進する上で，乗り越えなければな
らない３つのハードルがある。まず，その意義を教員間で共有
することである。つぎに，「学校力」を高めることである。つ
まり，チームワーク，フットワーク，ネットワークを築くこと
である。そして最後に，特別支援学級における質の高い教育実
践である。これらを達成することで，障害のある子どもたちの
気持ちに寄り添った教育的支援を行うことができるだろう。
